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地元の良さ、再認識
大田原に住んでいる私たちが「当たり前」
と思っていること…。それが移住してきた
人にとっては「魅力」に感じられていま
す。この通信では、そんな大田原の魅力に
ついて、毎月１回お伝えしています。

お茶の選び方や入れ方は、菅野さんが丁
寧に教えてくれるので、初めての方でも
安心。

デザートはすべて手作り。焼き
菓子はご主人が、その他は菅野
さんの担当。

お 店 の 名 前 に も な っ て い
る メ イ ク イ 茶 。 メ イ ク イ
と は ハ マ ナ ス の 花 の こ
と 。 美 容 に い い と さ れ 、
中 国 の 女 性 が よ く 飲 ん で
いるそう。

壁に飾られている絵は
菅野さんの作品。大田
原市在住の画家の木城
圭美（きしろたまみ）
さんと、現在、絵本を
制作中とのこと。

●知らない世界を体感！中国・台湾茶との出会い
菅野さんー「中国・台湾茶との出会いは、以前、那
須 塩 原 に と て も 素 敵 な 中 国 ・ 台 湾 茶 の お 店 が あ っ
て、そこに足を運んだことがきっかけです。お店に
入った時の空気が違って、すごくゆったりと居心地
のいい時間が流れていて、とにかくびっくりしたん
ですよね。こんな世界があるんだ！という感覚でし
た。阿里山金萱（アリサンキンセン）という烏龍茶
が最初に飲んだお茶なんですけど、どうして茶葉か
らこんな甘い香りが出るんだろう？なんて美味しい
んだろうと衝撃でした。」

お花やフルーツを思わせる豊かな香りとやさしい味わいのお茶を楽しみながら、ゆっ
たりと時間を過ごす…そんな心が和らぐような空間が大田原にあります。今回は福島
から移住して、中国・台湾茶の喫茶店「メイクイ」の店主をされている菅野さんにお
話を伺いました。

中国・台湾茶の世界中国・台湾茶の世界
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「あな
たの当たり

前は、誰かの魅力かもしれない…」

さん

●偶然のめぐり合いで始めたお店
そこから中国・台湾茶に惹かれていく菅野さん。
菅野さんー「もともと喫茶の空間がすごく好きで。居心
地がいい状態でみんながくつろいでいる空間、そこに自
分がいるのが好きで、いつかは喫茶店をやりたいなと思
っていました。当時はお勤めに出ていましたが、喫茶店
をやるなら、ゆっくりとした時間を過ごせる中国・台湾
茶が良いかも？と、主人と相談してお店をやることを決
めました。そんな時、主人が偶然、空いている店舗を見
つけて…。開店の準備をしながら東京のスクールに通
い、中国・台湾茶について学びました。」

茶館 メイクイ店主
かんの 　　 ゆうこ

菅野 優子豊かな時間をつくる豊かな時間をつくる



取材した方に聞きました！取材した方に聞きました！

大田原あなた
の好きな

お店から見える景色
(末広)

店内はゆっくりとお茶を楽しめる
空間が広がる。

お店のブログ

茶館 メイクイ茶館 メイクイ

大田原市末広2-10-5大田原市末広2-10-5
0287-24-07620287-24-0762

営業日等はお電話にてご確認ください
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菅野さんー「日本は煎茶道という作法になっているので、大変厳
しい世界だと伺います。中国・台湾茶にも茶芸という作法がある
のですが、基本的にはおいしく飲めれば良いというところがあ
り、自由に楽しめます。そういう緩さも魅力の一つです。何より
小さな急須や蓋碗（がいわん）で何度もお湯を注ぎ、煎を重ね、
味や香りを楽しむ時間は、お茶の紡ぐ、緩やかで心ほぐれる良い
時間です。お一人の静かな時間はより静かに。おしゃべりは軽や
かに弾みます。そして、お話がなくても人と人をつなぐ潤滑油に
なりますよ。」

●「お茶のあるところにいい時間が流れる」ー中国・台湾茶の魅力

空き家バンク空き家バンク
「空き家バンク」は、所有している空き家
の情報を登録していただき、利用したい方
に情報提供する制度です。
詳しくは下記の担当課にご連絡ください。

建築住宅課　　　Tel：0287-23-1916

お問合せ

大田原市の移住相談窓口 

大田原市移住・定住交流サロン



大田原市役所 総合政策部 政策推進課
大田原市本町1-4-1  大田原市役所Ａ別館2階

Tel：0287-23-8794
Mail : salon@ohtawara-ijyu.jp

掲載したい情報をお寄せください！

大田原の暮らし、地域情報など発信中！

大田原に住みたい方がいます！大田原に住みたい方がいます！
お持ちの空き家を活用しませんか？お持ちの空き家を活用しませんか？

「お店から見える景色がいつ
見てもいい」と菅野さん。
3月下旬、お店の前のミモザ
が満開に。

●小さな空間だからこそ大切にしていること

られているなと感じます。小さな空間だからこそ、気配りが
ものすごく大切。そのことをお客さまから学ばせていただいています。」

菅野さんー「中国茶って種類がたくさんあるので、メニュー
を見てすぐに決められる方は、まだ少ないんです。なので、
まずはお茶の種類など、全体像をお話させていただいて。そ
の上で、好みや気分などを伺いながら、お客さまが飲みたい
お茶を選ぶお手伝いができたらいいなと。そうすると結構時
間がかかるので、時々お待たせしてしまうこともあるのです
が、みなさんのんびりと待ってくださって…お客さまに助け

「中国・台湾茶は淹れるこ
と も 飲 む こ と も 楽 し い で
す」と菅野さん。

今

の
季節は

ミ
モザが種に！


